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(2) 鶏舎の建築構造及び施設 に つ い て

〈道南地区調査報告〉

北大農学部池 内義、則

緒言 昭和 41年2月2.3日C02日間K道南地区として厚真町及び江別市の養鶏場 3ク所の調査を行左

った。江別市角山のビごーノレ鶏舎については別項に一括されているので、ここでは主としてプロック鶏舎と木

滋事舎の建築構造及び施設の調査結果並びに考察を述べる。特に、考察では鶏舎設計基準比関する内外の文献

内容を紹介して参考K供したい。調査に当って御協力を賜わった各養鶏場及び厚真並びK江別地区改良普及所

の皆様K深甚在る謝意を表する。

1 調査方法

調査せる養鶏場は、上野営農改善組合養鶏場〈勇払郡厚真町〉、角山国際農友養鶏組合養鶏場(江別市角山〉

古田島薫平氏養鶏場〈江別市東野幌〉の 3ク所で、とれらをそれぞれ、 A (農家番号 8入 B (農家番号 6) 

c (農家番号 7)養鶏場とする。

与えられた調査用紙の項目 Kついて、聴取bを主体とし、照度、湿庭、温度などは調査日当日、照度計、ア

ースマンの乾湿球湿度計を用いて測定じた。

向、 A養鶏場については道立潟I~謹討験場C資科「北海道 vc;t:，-.ける大規模養鶏Kついて J (昭和 39年 5月〉

B養鶏場については同所Cパンフレツトをぞれぞれ参考とした。

2 調査結果

第 1表は調査養鶏場C建設及び焔設に関する項目を総括して一覧表にしたものである。

第 1表で、 A鶏舎は建築費の項目を除いて第 1鶏舎 1棟についての調査結果であb、B鶏舎は新、旧 2棟の成

鶏舎の内、!日鶏舎についての調査結果である。

3 考察

上述の調査結果の各項目について考察を加える。

I 1. 鶏舎C形式

鶏舎Kは現在、クージ飼と平飼の 2形式があb、調査養鶏場は何れもクージ飼が行左われている。クージ

飼り長所主①駄鶏淘汰C精度が高い、②飼料代が少左い、①消;毒や病虫害予防容易、④産卵にむらが左い、

⑤飼料や飲水陥廿溺事の競争が左い等であるが、米国ではクージ飼は主として南部の暖地に多く、寒地では防

寒のよく行き届いた所で実施されているのが現状である。北海道の如き冬季寒冷地帯では大群平飼が適当と思

われるが、ケージ飼の場合には寒冷時に於ける防寒、防風、防湿K特K注意して管理する必要がある。

2. 建築費

普通成鶏 1羽当 9500----600円(多い厨は 4.0 0 0 ----5. 0 0 0円〉と云われているが、ビニーノレ鶏舎

は別とじてA及び 0鶏舎は 700円及び 1.0 ，1 0円であるから精々高級というところであろう。米国では 4.5

~ス Dトツレであるから 1 ドノレ 10 0円と考えると日本の場合と大差左いようである。

3. 建築の場所

日)位置の選択

地勢は平担地又はゆるい傾斜地、排水良好、土質は砂質土壌1 石灰質の多い所で、車馬、工場、子供の遊

び、場まどを避けた静か左環境がよいとされている。この観点から調査養鶏場は何れもよい位置Kあると考えら
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れる口ただB養鶏場は泥炭地であるから排水の点、で注意を要する。

(ロ) 気象条件と鶏舎

気温と湿度については後述するが、鶏舎の向きは南々束、南東又は南向き、日光、防風、防雪左どKつい

て充分の考慮を払う必要があるo 特に北海道で‘は防風防雪対策は重要であるが'1 A及ひーo養鶏場では、防風雪

林があ b良い設計で、あるO 向A養鶏場ーになける鶏舎の配置は第 1図の通bである。

ω附帯施設

鶏舎C附帯施設として水、電気、住宅、外柵などが考えられるが水量、水質1 電源、盗難、環境衛生上か

ら合理的ま設計をすべきである O 調査養鶏場ではとれらの点で特K問題は左かったo

伺敷地の広さと配置

敷地の広さは→皮K建坪総数C約 5倍が常識と左っているo成鶏舎は育雛舎から離し、種鶏舎の場合は住

宅に近ぐして管理K便左るよう心掛けるのがよい。その他、鶏糞乾燥場、飼料倉庫、飼料調理場、放飼場等に

ついてそれぞれ配置を考えるべきであるo これらを綜合して、ム養鶏場は可左 b考えて作られたもむと思う。

飼料調理場を放射状成鶏舎の中心にないであるので¥給飼の点ではよいが鶏糞処理に多少不便左点が耳られる o

4. 鶏舎の大きさ

鶏舎の大きさは、ケージ飼の場合 3.3m"当.D'1 1 5羽、 20羽、 25羽1 即ち 1羽当.D0.2 2、 O.1人

O. I 3 m.と云われ1 平飼の場合は 1室(P8n)当.D5 0 O..._ 1， 0 0 0羽が最大限度で、 600羽以上の場合、

床面積は O.2 5""'" O. 3 m. /羽と左っているoζれは、成鶏ーの大きさによって異左るもので、調査鶏舎では、

O. 1 2 6 '1 O. 1 3 2、 0.1 3 3 m'/羽とな b、 G鶏舎がやや床面積が小さいようである。向、鶏舎の巾は 13 

m以上は少まし軒の高さは 16 5羽以上で 2.4'"'-' 2. 7 mとされている。調査鶏舎の巾は 6.3..._7. 2 mで軒の

高さは 2.i m程度である。

5. 鶏舎の温度及び湿度

寸4:'1鶏舎の室温、湿度はどの位がよいかという問題Kついては種々の説があ b一定してレ法レが、 U.S.D.

A:O" 1 9 5 1年から 4年間試験した温度と鶏卵の大きさ及び重さとの関係は第 2表の如くであb、又米国の鶏

舎設計基準は最適温度 13 Oc、最低温度史 2Oc 第 2表 卵生産及び飼料消費量K対する温度の影響

まで許さ人冬季の最大湿度は 80婦と左つ 〈湿度 7'5喝〉

ているO ζれらのデーターから鶏舎内温度及ぴ

湿度は 13 Oc及び 75%以下が適当とみられる。

しかし、北海道では冬季との温度に保つこと

は困難で、調査鶏舎では最低温度の平均が i.7、

3.5及び 8.3
0C

と在っているふ ζれでも他地区

の調査鶏舎よ bは高い方である。一方、低温は

成鶏に余b悪影響が左いというとともいわれて

いるので、むしろ湿度の方が大切と考えられる。

湿度Kついては今回の調査で、唯一度の測定しか

行左われてい左いのではっき Dした結論は得ら

舎内温度
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れ左いo A養鶏場では、昭和 38年 8月以来温度並びに湿度の測定が毎日行左われているので、これをまとめ

たのが第2図であるo とれは午前 6時及び正午む平均測定値であるo第2駒込ら夏季は高温多湿、冬季は低温多湿

の傾向が見られる。特に午前 6時の湿度は一年を通じて 80 %以上を示し、換気の必要性がうかがわれる。
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6. 鶏舎の構造

鶏舎は風雪に耐え、丈夫で保温が充分で、あれば建築費及び維持費が安〈左るよう左材料を用いて建築すれ

ばよいわけであるが、アメリカでは従来、コンクリートの基礎上K木造の鶏舎が長い間普及し、コンクリート

ブロック、煉瓦造bもあった。戦後、金属屋根や金属壁の鶏舎や強化木が用いられるように左ったO

第 1 表VC~調査鶏舎の構造について表示したが、以下、米国で行左われている鶏舎構造の設計基準について述べ

る。

(1) 基 礎

基礎は最低 45側、凍上を考えたら、もっと深くすべきで、アジカーポノレト、っか石等を丈夫K作る。

第 3図及び第 4図Kその一例が示しである。

(2) 床

土問床は冬は暖か〈夏は涼しいので良hが、表面が平滑左とと、ねずみの害が左い ζ と、衛生的であると

と等の理由でコンクート床が望ましい。第 5図Kコンクリート床の断面図を示じ元。床は地表よ i?20cm以上

高く G¥コンクリート床の下に砂坪リを 10 "" 1 5仰の厚さK敷ぐ。床と砂利の聞に建築紙を敷き水蒸気止め

CVapor barrier) とする。床上の結露を防ぐために 1.5.......2. 5仰の断熱材を用いる。水洗のため、床

を入口の方K向けて傾斜させるよう配慮する。木製床は二階建の場合K階上床K使われるが、フローリングに

し、更に波鉄板を張i?¥ 5cm位の厚さにコンクリートを流すとともある。 ζの場合、柱の強度K注意を要す。

(3) 骨組

木製の場合、風や雪C重さK耐えられるように丈夫に造る。各部材の接続法、材料については省略する。

(4) 窓

各種の窓、があi?¥それぞれ特徴があるが完全左ものは左〈、維持管理の点で手数がかかる。例えばカワン

ターバランス式窓がよく用いられるが錘が時々利か左〈左る。木枠の代 9VCアノレミサッシユにするfと可左 bよ

く左る。寒地では、特に防寒窓、か二重窓にすべきである。採光を要し左い左らベニヤのシャツターでもよい。

窓を明けた時に鳥獣の侵入を避けるため金網を張b、夏C換気には日覆いをつける。窓面積の床面積に対する

割合は夏季の換気上から決められているが、寒地では最低 4-..， 1 .0婦とされているo

(5) 壁

推奨されている壁の作b方を第 6図K示す。鶏舎の天井や壁の断熱材には種々の市販品があるが、乾いた

木材、鈎屑、鋸屑、きびがら、切藁左ども代用品として用い得る。しかし、後者は断熱効果が専用品よ b少左

いしねずみの害や火災の危険があることを知ヲてbかねば左らない。内壁の仕上げは掃除K便左るようにして

_;b.，. <。

(6) 天井及び屋根

屋根は片屋根、両屋根、モニタ一、セミモニタ一、鋸歯形、コンビネーシヨン等があるが、クージ飼Kは

モニタ一、セミモニター或は鋸歯形が用いられる。

両屋根の場合、屋根に断熱材を指すよ bも天井を断熱した方が安価で効果が多い。天井裏は必ず通風をよく

んでなく。天井の断熱材として 25......3 Oc視の厚さの藁が使われるととがあるが、牧草類はいけ左い。又、藁

をイ吏う時は決して水蒸気止めをしては左ら左い。天井裏のノレーバ-(C面積は床面積の 0.8....... 0.5婦にしてむく。

.tlと、略々思想的左鶏舎の構造の概略を述べたが、経済的な面が大き左要素K在っている日本の現状では、必

ずしもとの設計基準によるととは出来左い。調査鶏舎でも可な b高級に作られているが、上述の構造からすれ

ば未だしの感がある。
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ス換気装置

換気装置は大別して、自然換気と強制換気K分けられる。第 7図(司及び(司は自然換気の状態を示す。天候

に応じ吸気口を調節し、排気口ょ b暖い空気を排気してやる方法で、調節K手数がかかる左らば自動調節にす

るととも考えられる。

よく)Etl熱された鶏舎、或は密閉された鶏舎には強制換気が利用される。ファンC容量は少左くとも五伽水柱

の静圧で 1羽当.bo. 0 7 4 m
a 
/ rninの風量が必要である。との計算で 2 5 0羽とすると 21 ma/m担と左る。

しかし、室全体を完全K空気を入れ換える必要もあるから、 1羽当.b0.11 2m
a
/mi日以上とし、サーモス

タツトをつけて低温に在ったら C1. 7"C以下〉ファンを止めるとか、大小 2組のファンをつけ、小ファンKサ

ーモスタツトをと bつけるとか、 2段変速モーターで運転するとい 5ょう左調節方法Kよれ寒冷時K風が強

過ぎ左いようにする。

ファンは天井よ bも壁の方が取bつけ易い。第 8図は強制換気の一例である。との図は寒い時には床K近い

所から吸気し、暖い時は、天井K近い所から吸気するよう左ダクトつきの換気装置を示す。叉、風量調節のた

めにダンパーがついている。 20m以上の長さの鶏舎では第 8図のように北側面Kフアシをと bつけ、冬は南

側地ミら暖い空気を吸い込み、夏はファンC向きを逆Kして北側から冷い空気を吸い込むようにする。

I 5 m以上の巾のある両屋根の鶏舎で仕、排気ファンを屋根の頂上真下の天井Kつけ垂直ダクトを通して排

気する'ものもあるo との場合、逆に外から吸気する方式もある。第?図はとの例を示す。

ファンモーターは防塵形で過電流防止装置をつけ火災を防ぐようにする。

吸気口は"10 D羽当.b2. 5x 3 Ocm.以上の断面が必要で逆流 Cba ck draf七〉防止の構造にして;t-.<。

以上は u.s . D • A.の換気装置について述べたが、調査鶏舎でファンを南北両側に取bつけたb、却炭K

近い所K吸気口を設けである例があったが、とれは換気装置の設計としては拙いと思われる。即ち、前者では

屋根の吸気口から入った外の冷い空気が直接、屋根裏に沿ってファンから#関されるだけで、室内C換気K役

立たず、叉、後者では積雪時、地表K近く雪融けの飽和蒸気が吸気口から吸い込まれて室内c湿度を高める結

果と左るからであるO

8. 内 部 設 備

内部設備として、ク一六給水装置、給飼器、照明器具、鶏糞処理装置、飼料調製装置、洗卵、選卵、包

装装置左どがあるが、ととでは寒冷時VC;t-.ける鶏舎の施設というととで、特K関係のある 2.3の項目について

述べる。

(1) クージ

とれは前K述べた如く、元来暖地K適するものであるから寒地せは保湿の点K充分留意する必要がある。

クージの種類、クージ台、クージの配置左どを考慮して取bつけるべきであるが、ととでは省略する。

(2) 給 水装 置

自動制御式と連続流水式とあるが、何れにしても冬季C凍結Kは充分注意する必要がある。調査鶏舎中K

ウォーターピツグを使用した例があったが、異常寒気のため凍結し、保修に困難を極めたというととである。

とれは室内を oOc以上K保って台けばよいわけであるが、給水装置そのものに電熱器を利用する方法もある。

電熱線の使い方Kは 2通bあb、水路中K入れるものと、パイプの外に巻きつける方法とである。第 I 0図(a)

及び(功は、それぞれとの 2つの方法を示したものである。又、との場合の所要電力を第 5表に示した。との表

から仮.bVC室内温度-6.6 ocで長さ 200町、 tHパイプの中K電熱線を入れた場合、所要電力は I8 5ワ

ットと左る。
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第 3表 給水器の凍結防止用電熱装置の所要電力

(カリフオノレニヤ大学のデータによる〉

3 20F以下で 1oF 異在った室内温度VCf.;"けるパイプ 100ft 当b

電熱線の使用法 当.!?1 f七当 bの電 の電力 (ワット〉

力 〈ワット〉 。OF 1 0 oF 200F 300F 

パイプの中え電熱線を入れ
た場合:

.1" パ イ フ O. 0 7 2 2 4 154 8 4 2 1 4 

i" ノご イ フ O. 1 0 3 2 0 220 120 2 0 4 

パイプの外側に電熱線を巻
く場合:

ノぐ イ フ O. 1 7 544 3 7 4 204 3 4 2 

~I/ パイ フ O. 2 0 640 440 2 4 0 4 4 0 

(3) 照明

冬季、日が短かく左ると人工照明Kよって補光するが、普通、鶏舎C照明時聞は昼夜を通して 13 --1 4 

時間が適当である。朝、点灯し夜消灯するためタイムスイッチを使用すれば便利である。調査鶏舎でもタイム

スイッテは取bつけられていたが、故障で働か左いものもあった。鶏舎内の明るさは 3 2 '"" 4 3ノレツクスが標

準で、 18 m.当.!?4 0'"" 6 0ワットの白熱電球又は 15ワット壁光灯 1クの割合K左る。とれを 2.5m間隔に

壁から 105m位離して取bつける。終夜灯は 18 m
9

当.!?1 0 '"" 1 5ワットの白熱電球 1クを給水器や給飼器の

近くにつけて辛子〈。

調査鶏舎は何れも概ね上の標準以上であるが、一部、積雪の影響で照度不足の所がみられた。

室内照明の外K盗難、火災の予防のため1 外灯や警報器の取付が望ましい。

(4) 鶏糞 処 理

f 冬季、鶏舎内湿度を高める原因として鶏糞の水分が考えられるので、鶏糞の早期除去が好ましいが、実際

Kは仲々実行出来てい左い。ム鶏舎では手働式スクレーパーを使用し鶏糞乾燥施設を持っていたがスクレーパ

ーの翠ヲ|ロープが切れ易いという難点があった。鶏糞処理の問題は機械化の一分野として今后大いK研究の余

地があると思われる。

結 E
同

与しと、道南地区の冬期vc;t.，.ける鶏舎の一調査結果に基いて、→没的左鶏舎ρ設計基準を述べたが、建築構造及

び施設K関して云われている事が果して柑毎道の鶏舎に当てはまるかどうみ?ビニーノレ。クージ飼何拾が温

暖地K適すると云われ左がら道内K普及している現状をどう解釈すべきか?一回の、しかも短期間の調査で、

すべてのことに結論を下すことは困難であるが、一つの足掛bを得ょうとして掛寸をも顧みず調必に加わり、

ここに報告する次第である。研究会々員各位に参考K左ることがあれば望外の幸いである。
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第 1表ず調査一覧表

角山国際農友養鶏場|

(B) 
-------- 養鶏場名|上野営農改善養鶏場〈共|

調査項目 ---------、 |同養鶏場) (A) I 
所 在 地 |勇払郡厚真町 |江別市角山

鶏舎 の 形 式 |クージ飼 |クージ飼

i建築年月日I38年明 40年10月向跡 I3 8年 8月

|建築費円1 5，8o  5，3 57  8 4口， 0 0 0 

建坪数側I 252  1 280(4間x 7 0間〉

坪当り建築劃~ 1 ~ 1 0 0 

建築費|弓完鮒周年数制|

償却費〈円/年~ 1 1 4， 1 6 1 
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内部施設費円 1，8 1 9， 1 3 9 

13ミ間帯経費四)1 1， 0 1 0 

建築場所|平 地
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島舎の L鶏舎の巾 (m)1 6.3 

辺ミlp 長さ似)1 2 8. 8 

I 11 高さ (m)1 3. 0 

屋根の材料， 3分仮十J句作クサマ謝反|生ヂトタン茸

屋根|屋根裏断熱材|無 t し |有b スチレンボード

屋根の型|両屋根 |両屋根

天 井|無し |無し

窓の 材料|民出戸.ピニーノレ/重張網|ピ二一ノレ

窓|窓の面積， (40.8弔切け廟積190m" 140 坪

府調均三善l企 21. 0佑 I 5 O. 0 婦

|テックス十 3分板+フエル| ビニーノレ、金網
壁 l壁 の材 料| ト十ナマコ板

防湿材の有無|左 し

断熱材の有無|テックス

京友~rw方材料|火山灰コンクリート叩き
土台|土 台|布コンクリート

'クージの種類|単 飼

クージ|クージの個数I1 3 9 2 ( 1 1 6x 1 2 ) 

配 列 法|ヒナ段 5段複列

坪当飼育密度 1 2 5羽

換 気・法|強制換気

吸気口信問屋根及び窓下健

換気|排気口|時L5

3，0 0 0 

8 

1 0 5， 0 0 0 

7， 0 0 0 

572，000 

202  

平
一
泥
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1 2 6 
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給 水 器
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ナショナノレ Fγ40 A EA 
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φ30cm. 4何

樋 〈人力)' I樋 (人力) I樋 〈人力〉

流水 式 |間クツ流水式(1日4""""5回)1中島式ウォーターヒツグ

Zn白熱篭球 3 0 W 2 3個|白熱電球 4 0 W 3 6個|白熱電球 4 0 W i 0個

問i 一一
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孝手込

Jj十5図 某穫の詳字国図

寄'比四阜、 L，l<~ 町止荷

害弔乏

分ぎ図沫の断熱持走態

ま-ti

うト4図某礎及詳拘図〈図I;!平安司の場合〉
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弓t茅ヲL

怠写実ゑ久

的然研
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l前:1主
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ぅiァ 6図 断熱わよく狩き届い夫壁の詳細
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ぽ〉雨屋根建築 クト8図 5食器J).i笑:気のー伊l
; (ファンj則壁取付〉

，... -1、-・-

( b) ::lt屋根建築

汁マ図白黙換気のータJj 

テトヲ図強制換気のーイタ，)
(フ)7:，/'天井耳元リイ寸〉

~~ 1h:~!~耗

(0し)

(-t) 

うT/O図電熱線Jit_，用の給水Jマイプ凍結防止法
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